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の夜」、あるい

は宮沢賢治の

磁力について 

 

 

 

2．「名ざしと名

づけのあわい

で：あらたな関

係性を紡ぐ場

所としての言

葉」 
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令和元年3月 

『 イ シ

バ シ 評

論 :Cult

ures/Cu

ritique

s別冊』 

 

『 日 本

学報』35
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『 キ ッ

ズ・ミー

ト 子 ど

も と 出

会い、す

れ 違 う

アート』 

10頁 
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2頁 

ラジオ朗読劇の制作を手掛けた、宮

沢賢治の文体について、「音楽性」と

も呼びうる擬音語、擬態語の巧みさ

を、心奉者ともいえる熱烈な愛好者

を生み出した魅力とともに先行研究

をふまえて分析した。 

 

茶園敏美『パンパンとは誰なのか―

キャッチという占領期の性暴力とGI

との親密性』（インパクト出版会、

2014年）書評。 

歴史記述における当事者と記述者の

関係性について、茶園の著書、およ

び著書についての書評、論文の分析

を通し、あらたな記述の可能性を探

った。 

 

こどもを対象とした芸術教育の可能

性について、ジャズの演奏現場での

経験や人間関係をふまえて執筆し

た。 

 

 


